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(54) Title: NECKBAND-TYPE EARPHONE

(54) 発明の名称 ：ネックバン ド型ィヤーホン

(57) ADstract: [Problem] The purpose of the present invention i s to provide a
neckband-type earphone that can be worn for a long time without subjecting the
wearer to discomfort of wearing a neckband-type earphone, and in which the ex
tent of hazard to the wearer when worn i s lowered and locations that break are re
duced. [Solution] A neckband-type earphone provided with: earphone parts which
are inserted into the pinnae of the wearer and which output an audio signal; ear
holder parts which connect to the earphone parts and which abut the upper side of
the pinnae of the wearer; holder bodies provided with the ear holder parts;
earphone drivers provided with the holder bodies; and a neck band connecting the
two earphone drivers; the holder bodies being provided with a cushion part at a
portion that comes into contact with the head of the wearer in the vicinity of the
pinnae.

(57) 要約：【課題】装着者にネックバン ド型ィャ一ホンの装着の不
快感を与えることなく長時間装着することができ、また、装着時
の装着者への危険を低減 し、破損する箇所を少なくしたネックバ
ンド型ィャ一ホンを提供すことを目的とする。 【解決手段】装着
者の耳介に挿入されオーディオ信号を出力するィヤーホン部と、
ィャ一ホン部に接続 し装着者の耳介の上側に当接するィャ一ホル
ダ一部と、ィャ一ホルダ一部を備えるホルダ一本体と、ホルダ一
本体を備えるィャ一ホン ドライバ一と、 2 つのィャ一ホン ドライ
バ一を接続するネックバン ドとを備えるネックバン ド型ィャ一ホ
ンにおいて、ホルダ一本体は、装着者の耳介周辺の頭部と接触す
る部分にクッション部を備える。<



NL, NO, PL, PT, RO, RS, SE, SI, SK, SM, TR), OAPI 添付公開書類：

NE
F

S
BNJ TC). - 国際調査報告 （条約第 2 1条



明 細 書

発明の名称 ：ネックバンド型ィヤーホン

技術分野

[0001 ] 本発明は、ネックバンド型ィャ一ホンに関する。

背景技術

[0002] 近年になり、ポータブルオーディオ再生装置用のィャ一ホンとして、イン

ナ一ィャ一型ィャ一ホン、ネックバンド型ィャ一ホンなどが普及し始めてい

る。このうち、ネックバンド型ィャ一ホンは、 ドライバ一ユニットを連結す

るバンド部を頭頂部で保持するへッドホンと異なり、へッドホン自体が比較

的小さく、デザィン性に優れている。

[0003] ネックバンド型ィャ一ホンは、ィャ一ホンの ドライバ一ユニットがバンド

部で連結される。バンド部は、 U字状の形状を有 し、ィャ一ホンを装着 した

際に、バンドが装着者の後頭部付近に配置される。このようなネックバンド

型ィャ一ホンが開示されている （例えば、特許文献 1 及び特許文献 2 参照）

[0004] また、他の従来のィャ一ホンとして、オーディオ信号を再生する再生部を

ネックバンドの後方に備えたネックバンド型ィャ一ホンが知られている （例

えば、特許文献 3 参照）。このような従来のネックバンド型ィャ一ホンは、

再生部自体をネックバンド型ィャ一ホンが備えることによって、再生装置と

ネックバンド型ィャ一ホンをケ一プルによって接続する必要がないため、例

えば、ユーザが通勤で歩行する場合やジョギングなどのスポーツを行う場合

にケ一プルを気にせずにスポーツに集中することができる。

[0005] また、近年、再生装置からィャ一ホンに才一ディ才信号を送信する手段と

して、従来のケ一プルを介 して再生装置からオーディオ信号をィャ一ホンに

送信する替わりに、電波によって才一ディ才信号を送信する装置が知られて

いる。このような電波によってオーディオ信号を送信する装置においては、

再生装置に才一ディ才信号を電波によって出力する送信部を備え、一方、ィ



ャ一ホンにオーデ ィオ信号を受信する受信部 を備えることにより、再生装置

によって再生 したオーデ ィオ信号を電波によってネックバ ン ド型ィャ一ホン

が受信する構成 となっている。

先行技術文献

特許文献

[0006] 特許文献 1 ：特開 2 0 0 7 _ 0 1 3 8 7 3 号公報

[0007] 特許文献2 ：特開 2 0 0 8 _ 2 2 7 7 5 4 号公報

[0008] 特許文献3 ：特開 2 0 0 2 _ 2 3 8 0 9 2 号公報

発明の概要

発明が解決 しょうとする課題

[0009] 特許文献 1 に開示されているヘ ッ ドホン装置は、左右の耳用の 2 つの ドラ

ィバュニ ッ 卜が内蔵されたへ ッ ドホンハ ウジングが、 U字状のバ ン ド部 に備

え られている。バ ン ド部は、先端部が装着者の左右の耳介の上端付近の側頭

部 に保持され、バ ン ド部の中間部が装着者の後頭部 に配置される。そ して、

バ ン ド部の先端部は、装着者の耳介 より前方に突出 し、バ ン ド部の先端部付

近が装着者の頭部 に当接 し、へ ッ ドホン装置全体を装着者の頭部 に しっか り

と装着 させる。

[001 0] しか し、当該ヘ ッ ドホン装置は、バ ン ド部の先端部付近が装着者の頭部 を

締め付ける状態 とな り、へ ッ ドホン装置を長時間装着 した場合に装着者の頭

痛 を引き起 こすことがある。当該ヘ ッ ドホン装置は、バ ン ド部の先端付近が

頭部のこめかみ付近に当接する。 また、ヘ ッ ドホン装置を頭部 に しっか りと

装着 させるためには、バ ン ド部 に弾力性のある素材を用い、その弾力により

バ ン ド部の先端部が頭部 に しっか りと当接するようにバ ン ド部が形成 される

。 これ らのことか ら、ヘ ッ ドホン装置を装着者の頭部 に装着 した場合、バ ン

ド部が頭部 を締め付ける状態 とな り、当該へ ッ ドホン装置を長時間装着する

ことに適さない。

[001 1] また、当該ヘ ッ ドホン装置は、バ ン ド部 とヘ ッ ドホンハ ウジングが装着者



の頭部に接触 して当該へッ ドホン装置を頭部に保持するが、頭部に当接する

部分が面ではなく線で接触するため、装着者に不安定感を生 じさせることに

なり、へッ ドホン装置の装着の安定感がない。

[001 2] また、当該ヘッ ドホン装置は、バン ド部の先端が突出 しているため、へッ

ドホン装置を使用する際に誤って耳や後頭部をつついて しまうなどの危険が

ある。ネックバン ド型のヘッ ドホン装置は普及 し始めているが、まだその使

用方法がわからない人もいる。先端部を有する当該へッ ドホン装置は、へッ

ドホンとしての形状が特殊な形状であるため、ポ一タプル装置を外で利用 し

、夜間に当該へッ ドホン装置を装着する際、装着者が、当該へッ ドホン装置

が先端部を有することを失念 し、当該ヘッ ドホン装置を装着する際に、先端

部で耳や頭部をつついて しまうという危険がある。

[001 3] さらに、当該ヘッ ドホンは、先端部を有するバン ド部にヘッ ドホンハウジ

ングが備えられている形状であり、ヘッ ドホン装置全体の強度が低 く、先端

部が折れて破損する可能性がある。

[0014] 再生装置が再生 した才一ディ才信号を電波によって受信するネックバン ド

型ィャ一ホンは、再生装置からの電波を受信する受信部を備える以外にも、

オーディオ信号の音量等を制御する制御部、電源を供給するためのバッテ リ

—等が必要となる。このため、特許文献 2 に開示されているようなネックバ

ン ド型ィャ一ホンによって再生装置から才一ディ才信号を電波によって受信

する場合は、前述 した受信部、制御部及びバッテ リー等をハウジング内に備

える必要があるため、ハウジングが重 くなつて しまう。このようにハウジン

グが重 くなつて しまうと、例えば、ユーザが通勤で歩行する場合ゃジョギン

グなどのスポーツを行っている間に、ハウジングの重量によってネックバン

ド型ィャ一ホンが脱落 したり、耳からズレて しまう虞がある。

[001 5] また、特許文献 3 に開示されているような再生部をネックバン ドの後方に

備えるネックバン ド型ィャ一ホンにおいては、制御部及び/ くッテ リ一等をこ

の再生部内に備えることができるが、頭部の後方部分にこのような再生部を

頭部に保持 した状態で、ュ一ザが通勤による歩行を行ったりジョギングなど



のスポーツを行 うと、 ユーザの頭部 が振動する毎 にネ ックバ ン ドの後方 に備

える再生部 の重量の負荷 がュ一ザの頭部 に伝達 して しまい、 この再生部 の重

量 によって頭部 が後方 に傾 いて しまい、 ネ ックバ ン ド型 ィャ一ホ ンの装着性

が著 しく損 なわれて しまう虞がある。

[001 6] したが って、本願発明は、装着者 にネ ックバ ン ド型 ィャ一ホ ンの装着 の不

快感 を与 えることな く長時間装着 することがで き、 また、装着時の装着者へ

の危険 を低減 し、破損 する箇所 を少な くし、 また、 ユーザがネ ックバ ン ド型

ィャ一ホ ンを装着 した状態で通勤やスポーツ等 を行 っても、 ネ ックバ ン ド型

ィャ一ホ ンが耳か らズ レた り装着性 が損 なわれて しまうことを防止すること

がで きるネ ックバ ン ド型 ィャ一ホ ンを提供 することを目的 とする。

課題を解決するための手段

[001 7] 本願発明は、装着者 の耳介 に挿入 され才一デ ィ才信号 を出力するィャ一ホ

ン部 と、 ィャ一ホ ン部 に接続 し装着者 の耳介 の上側 に当接 するィャ一ホル ダ

—部 と、 ィャ一ホル ダ一部 を備 えるホル ダ一本体 と、前記ホル ダ一本体 を備

えるィャ一ホ ン ドライバ一 と、 2 つのィャ一ホ ン ドライバ一を接続 するネ ッ

クバ ン ドとを備 えるネ ックバ ン ド型 ィャ一ホ ンにおいて、 ホル ダ一本体 は、

装着者 の耳介周辺の頭部 と接触 する部分 にクッシ ョン部 を備 えた ことを特徴

とする。

[001 8] また、本願発明は、前述 したネ ックバ ン ド型 ィャ一ホ ンにおいて、 クッシ

ヨン部 は、複数 の凸部 か らなることを特徴 とする。

[001 9] また、本願発明は、前述 したネ ックバ ン ド型 ィャ一ホ ンにおいて、 クッシ

ヨン部 の凸部 は、 内部 が中空であること、或 いは、 内部 に装填部材が注入 さ

れていることを特徴 とする。

[0020] また、本願発明は、前述 したネ ックバ ン ド型 ィャ一ホ ンにおいて、 クッシ

ヨン部 の凸部 は、 円形 の形状 を している、 または、多角形 の形状 を している

ことを特徴 とする。

[0021 ] また、本願発明は、前述 したネ ックバ ン ド型 ィャ一ホ ンにおいて、 クッシ

ョン部 の凸部 は、 円形 の凸部 と多角形 の凸部 が混在 することを特徴 とする。



[0022] また、本願発明は、オーディオ信号を出力するネックバンド型ィャ一ホン

において、弾性体により形成され湾曲を形成するネックバンド部と、ハウジ

ングに固着しオーディオ信号を放音する振動板を有するドライバ一ュニッ卜

と、前記ネックバンド部に接続され前記 ドライバ一ュニッ卜に才一ディ才信

号を出力するへッド保持部と、湾曲を成した弾性体により形成され前記へッ

ド保持部と前記ハウジングを接続するァ一厶部とを備え、へッド保持部は、

側面に凹型を形成した複数のディンプル部を備えることを特徴とする。

[0023] また、本願発明は、前述したネックバンド型ィャ一ホンにおいて、ディン

プル部は、弾性体により形成されていることを特徴とする。

[0024] また、本願発明は、前述したネックバンド型ィャ一ホンにおいて、ヘッド

保持部は、才一ディ才信号を受信する才一ディ才信号受信部と、才一ディ才

信号受信部が受信したオーディオ信号をドライバ一ュニッ卜に出力する才一

ディ才信号出力部とを備えることを特徴とする。

発明の効果
[0025] 本願発明は、ネックバンド型ィャ一ホンにおいて、装着者にネックバンド

型ィャ一ホンの装着の不快感を与えることなく長時間装着することができ、

また、装着時の装着者への危険を低減し、破損する箇所を少なくし、また、

ユーザがネックバンド型ィヤーホンを装着した状態で通勤やスポーツ等を行

つても、ネックバンド型ィャ一ホンが耳からズレたり装着性が損なわれてし

まうことを防止することができるネックバンド型ィャ一ホンを提供すること

ができる。

図面の簡単な説明

[0026] [ 図1]本発明の第 1実施例のネックバンド型ィャ- ホンの概略構成を示す図。

[図2]本発明の第 1実施例のネックバンド型ィャ—ホンのクッション部の構造

を説明する図。

[図3]本発明の第 1実施例のネックバンド型ィャ—ホンのクッション部を説明

する図。

[図4]本発明の第 2 実施例のネックバンド型ィャ一ホンを示す概略構成図



[ 図5] 本発明の第 2 実施例のネックバン ド型ィャ一ホン 1 0 0 のへッド保持部

2 0 0 、アーム部 5 0 0 及びハウジング3 0 0 を示す側面図。

[ 図6] 図 5 に示すネックバン ド型ィャ一ホン 1 0 0 のハウジング3 0 0 及びィ

ャ—パッド4 0 0 を示すA _ A 断面図。

[ 図7] 図 5 に示すネックバン ド型ィャ一ホン 1 0 0 のへッド保持部 2 0 0 を示

す B —B断面図。

発明を実施するための形態
[0027] (第 1 の実施の形態）

以下、本発明の第 1 の実施の形態を図面に基づいて説明する。

図 1 は、本発明の第1実施例のネックバン ド型ィャ一ホンの概略構成を示す

図である。図 1 ( a ) は、ネックバン ド型ィャ一ホン全体の概略構成を示す

図であり、図 1 ( b ) は、ネックバン ド型ィャ一ホンのィャ一ホン ドライバ

—の概略構成を示す図である。

図 1 ( a ) において、ネックバン ド型ィャ一ホン 1 0 は、 2 つのィャ一ホ

ン ドライバ一 2 0 、ネックバン ド3 0 を備える。ネックバン ド3 0 は、 U字

形状を有 し、その2つの端部にィャ一ホン ドライバ一 2 0 が備えられる。なお

、ネックバン ド3 0 の U字形状は、その両端が少 し内側に湾曲する形状を有

している。 2 つのィャ一ホン ドライバ一 2 0 が装着者の耳介に備えられ、ネ

ックバン ド3 0 は装着者の首の後ろ側に配置され、ネックバン ド型ィャ一ホ

ン 1 0 が装着者に装着される。

[0028] 図 1 ( b ) において、ィャ一ホン ドライバ一 2 0 は、ィャ一ホン部 4 0 、

ィャ一ホルダ一部 5 0 、ホルダ一本体 6 0 を備える。ィャ一ホン部 4 0 は、

装着者の耳介に揷入され、オーディオ信号を出力する。ィャ一ホルダ一部 5

0 は、ィャ一ホン部 4 0 と後述するホルダ一本体 6 0 とを接続 し、装着者の

耳介の上側に接触 してネックバン ド型ィャ一ホン 1 0 を保持する。ホルダ一

本体 6 0 は、電気信号を才一ディ才信号に変換する ドライバ一（図示せず）を

内蔵 し、ィャ一ホルダ一部 5 0 を介 してィャ一ホン部 4 0 を保持すると共に

、装着者の耳介周辺の頭部と接触するクッション部 7 0 を備える。



[0029] ネ ックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 は、ィャ一ホン ドライバ一 2 0 のィャ一ホ

ルダ一部 5 0 が装着者の耳介の上側 に接触すると共に、ホルダ一本体 6 0 が

装着者の耳介の後 ろ側周辺の頭部 に接触 し、 U字形状のネックバ ン ド3 0 の

両端が内側 に湾曲 していることにより、ネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 が装

着者の頭部 に保持される。

[0030] 図 2 は、本発明の第 1 実施例のネックバ ン ド型ィャ一ホンのクッシ ョン部

の構造を説明する図であ り、図 2 ( a ) は、中空タイプのクッシ ョン部 を示

す断面図であ り、図 2 ( b ) は、充填部材を充填 したクッシ ョン部 を示す断

面図である。

図 2 ( b ) に示すィャ一ホン ドライバ一 2 0 のホルダ一本体 6 0 は、特数の

凸部 8 0 か らなるクッシ ョン部 7 0 を備えている。当該 クッシ ヨン部 7 0 は

、前述 したとお り、ィャ一ホン ドライバ一 2 0 が装着者の耳介 に装着 される

と、ホルダ一部 6 0 が装着者の耳介の後 ろ側の頭部 に接触 し、そのとき、ホ

ルダ一部 6 0 に備え られているクッシ ョン部 7 0 が装着者の頭部 に直接接触

する。

[0031 ] クッシ ョン部 7 0 の凸部 8 0 は、エス 卜ラマ一部材により形成 されている

。凸部 8 0 は、図 2 ( a ) に示すとお り、内部 に中空部 8 1 を有 し、空気が

充填 されている。 クッシ ョン部 7 0 の素材に、エス 卜ラマ一部材の柔 らかい

素材を用い中空にすることにより、装着者 に接触 した際にクッシ ョン部 7 0

の凸部 8 0 が押 しつぶ されるように頭部 に接触 し、装着者 に柔 らかい装着感

が得 られると共に、密着感が得 られる。 また、柔 らかい素材であるため、装

着者 に痛みを与えることな く、装着者が長時間の装着 にも耐えることができ

る。更に、中空部の成形が容易であるため、ボルダ一本体 6 0 自体の製造も

容易である。

[0032] また、図 2 ( b ) に示すとお り、 クッシ ョン部 7 0 の凸部 8 0 は、内部 に

ジェル状のシ リコンなどの充填部材 8 2 を注入するように してよい。ジェル

状の充填部材 8 2 を用いることにより、 クッシ ョン部 7 0 の凸部 8 0 の形状

が装着者の頭部の形状 にあった方に変形 した状態を維持 し、更に装着感 と密



着感を向上させることができる。

[0033] 図 3 は、本発明の第 1実施例のネックバン ト型ィャ一ホンにおけるクッシ

ョン部の他の例を説明する図である。

クッション部 7 0 における凸部 8 0 の数、大きさ、配置、形状等について

は、さまざまな組み合わせが可能である。

図 1 に示すとおり、クッション部 7 0 は、 3 つの凸部 8 0 から構成される

ほか、図 3 ( a ) に示すとおり、 1 つの凸部 8 0 で構成されていてもよく、

また、図 1や図 3 ( b ) に示すとおり、 2 つ以上の複数の凸部 8 0 で構成さ

れていてもよい。少なくとも 1 つの凸部 8 0 を有するクッション部 7 0 によ

り、装着者がネックバン ド型ィャ一ホン 1 0 を装着 した際に、装着者に不快

感を与えることなく安定 した装着感を得ることができ、そして、長時間の装

着を可能にすることができる。

[0034] また、クッション部 7 0 の凸部 8 0 は、図 1 に示すとおり、 1 つの大きい

凸部 8 0 と、それより小さいサイズの凸部 8 0 との組み合わせでもよく、ま

た、図 3 ( b ) に示すとおり、同 じ大きさのサイズの凸部 8 0 で構成されるよ

うにしてもよい。同 じ大きさの複数の凸部 8 0 でクッション部 7 0 を構成す

ることにより、複数の凸部 8 0 が同 じ圧力で頭部に接触することにより、均

—の圧力で接触 した安定 した装着感を得ることができる。

[0035] また、クッション部 7 0 の凸部 8 0 は、図 3 ( c ) に示すとおり、円形の

凸部 8 0 と多角形（三角形、四角形、または、それ以上の多角形）の凸部 8 0

で構成されていてもよい。更に、凸部 8 0 は、図 3 ( c ) に示すとおり、多

角形（三角形、四角形、または、それ以上の多角形）の凸部 8 0 のみで構成さ

れていてもよい。円形ではなく、多角形の形状の凸部 8 0 を備えることによ

り、多角形の辺を有する面が、その面の方向に対する移動に抑制力が生 じ、

ホルダ一本体 6 0 の頭部との接触面のずれの防止になる。

[0036] また、クッション部 7 0 の凸部 8 0 は、図 3 ( b ) や図 3 ( d ) に示すと

おり、凸部 8 0 をさまざまな配置で形成するようにしてもよい。クッション

部 7 0 は、ネックバン ド型ィャ一ホン 1 0 の使用用途に応 じて、適宜、さま



ざまな形状の凸部 8 0 をさまざまな配置で構成することができる。

[0037] 例 えば、スポーツ等に利用することが可能なネックバ ン ド型ィャ一ホン 1

0 の場合は、 クッシ ョン部 7 0 の凸部 8 0 の数 を多 くし、 また、凸部 8 0 の

形状を多角形にすることにより、運動に伴 う頭部の振動によるネックバ ン ド

型ィャ一ホン 1 0 の頭部か らのずれの防止になる。

[0038] —方、激 しい振動がな く、長時間ネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 を装着す

る用途の場合、円形の凸部 8 0 であ り、少数の数の凸部 8 0 で構成 したクッ

シ ヨン部 7 0 にすることにより、頭部への接触感をあまり与えず長時間の装

着に耐えることができ、且つ、安定 した装着感を得ることができる。

[0039] 以上のように、本実施例のネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 は、ィャ一ホン

ドライバ一 2 0 のィャ一ホルダ一部 5 0 と共にホルダ一部 6 0 のクッシ ョン

部 7 0 により、装着者の頭部に しっか りとネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 を

装着させることができると共に、ネックバ ン ド3 0 の先端部付近が装着者の

頭部を締め付けることがないため、装着者が、不快感を得ることな く、安定

した装着感で、長時間、ネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 を装着することがで

きる。

[0040] また、ネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 は、装着する際に用いられるネック

バ ン ド3 0 の突出する先端部がないため、ネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 の

使用方法がわか らない人であっても、ネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 を装着

する際に、先端部で耳や頭部をつついて しまうという危険がない。

[0041 ] さ らに、該ネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 は、装着する際に用いられるネ

ックバ ン ド3 0 の突出する先端部がないため、先端部が折れて破損すること

もない。

[0042] したがって、本実施例のネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 によれば、装着者

にネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 の装着の不快感を与えることな く長時間装

着することができ、 また、装着時の装着者への危険を低減 し、破損する箇所

を少な くしたネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 を提供することができる。

[0043] (第 2 の実施の形態）



次 に、本発明の第 2 の実施の形態 について説明する。

[0044] 図 4 は、本発明の第 2 実施例のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンを示す概略構成

図である。

ネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、 2 つのヘ ッ ド保持部 2 0 0 、 2 つの

ハ ウジング 3 0 0 、 2 つのィャ一パ ッ ド4 0 0 、 2 つのアーム部 5 0 0 及び

ネ ックバ ン ド部 6 0 0 を備 える。

[0045] ネ ックバ ン ド部 6 0 0 は、湾曲を成すゴム部材等の弾性体か ら形成 され、

両端 にそれぞれへ ッ ド保持部 2 0 0 を接続する接続部 6 0 を備 える。へ ッ

ド保持部 2 0 0 は、接続部 6 0 に接続 される。 2 つのへ ッ ド保持部 2 0 0

、ハ ウジング 3 0 0 、 ィャ一パ ッ ド4 0 0 及びアーム部 5 0 0 は、 それぞれ

ネ ックバ ン ド部 6 0 0 に対 して左右対称 となるように配設 されている。

[0046] へ ッ ド保持部 2 0 0 は、 ネ ックバ ン ド部 6 0 0 に対 して外側 となる面 に操

作部 8 0 0 を備 える。 ァ一厶部 5 0 0 は、 ゴム部材等の弾性体か ら成 り、 内

部が空洞の湾曲 した円筒型 を形成する。 アーム部 5 0 0 は、一端がヘ ッ ド保

持部 2 0 0 の上面部分 に固着 され、他端 にハ ウジング 3 0 0 を固着する。ハ

ウジング 3 0 0 は、 ネ ックバ ン ド部 6 0 0 に対 して内側 となる面 にィャ一パ

ッ ド4 0 0 を保持する。

[0047] 図 5 は、本発明の第 2 実施例のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 のヘ ッ ド

保持部 2 0 0 、 アーム部 5 0 0 及びハ ウジング 3 0 0 を示す側面図である。

図 5 においては、上方向をネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 の上方 と し、右

方向をネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 の前方 とする。

[0048] 図 5 に示すように、 アーム部 5 0 0 は、略半円形 に湾曲 した状態 に形成 さ

れている。ヘ ッ ド保持部 2 0 0 は、前方の面 に曲面部 2 0 8 が形成 されてい

る。 アーム部 5 0 0 の湾曲 した内側の面は曲面部 2 0 8 の曲面 となだ らかに

連続 した状態で配設 されている。図 5 に示すように、 アーム部 5 0 0 は、弾

性体が有する弾性 によ り、ハ ウジング 3 0 0 が前方又は後方 に押圧 されるこ

とによって矢印方向に変形可能 に成 されている。

[0049] 図 6 は、図 5 に示すネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 のハ ウジング 3 0 0



及びィャ一パ ッ ド4 0 0 を示す A _ A 断面図である。図 6 においては、上方

向をハウジング 3 0 0 及びィャ一パ ッ ド4 0 0 の上方 とし、右方向をハウジ

ング 3 0 0 及びィャ一パ ッ ド4 0 0 の内側 とする。

ハウジング 3 0 0 は、内部に ドライバ一ュニッ 卜7 0 0 を備える。

[0050] 図 4 〜図 6 に示すように、ハウジング 3 0 0 は、内部に空洞部 3 0 2 を備

えた円筒型を形成 し、上方に孔 3 0 を備える。孔 3 0 は、 アーム部 5 0

0 の内部の空洞部分 と貫通 している。ハウジング 3 0 0 は、内側部分に円筒

形を形成 し空洞部 3 0 2 か ら内側に貫通する孔 3 0 3 を備えた凸部 3 0 4 を

備える。凸部 3 0 4 は、外周の中央部分に溝部 3 0 5 を備える。

[0051 ] ドライバ一ユニッ ト7 0 0 は、図示 しない振動板を備え、当該振動版が孔

3 0 3 か ら内側に露呈するようにハウジング 2 の内壁に接着剤等により固着

される。 ドライバ一ユニッ ト7 0 0 は、 リー ド線 1 4 0 が電気的に接続され

ている。 リー ド線 1 4 0 は、孔 3 0 1 を介 してアーム部 5 0 0 の内部の空洞

を経由 して後述するへ ッ ド保持部 2 0 0 の才一デ ィ才信号出力部 と電気的に

接続されている。

[0052] ィャ一パ ッ ド4 0 0 は、 ゴム部材等の弾性体により円筒型に形成され、前

後に貫通する孔 4 0 1 を備える。ィャ一パ ッ ド4 0 0 は、内周方向に突出 し

た鍔部 4 0 2 を備える。ィャ一パ ッ ド4 0 0 は、鍔部 4 0 2 が凸部 3 0 3 の

溝部 3 0 5 にはめ込まれることによってハウジング 3 0 0 の内側に保持され

た状態 となる。

[0053] 図 7 は、図 5 に示すネックバ ン ド型ィャ一ホン 1 0 0 のヘ ッ ド保持部 2 0

0 を示す B _ B 断面図である。図 7 においては、上方向をヘ ッ ド保持部 2 0

0 の上方 とし、右方向をへ ッ ド保持部 2 0 0 の内側 とする。

[0054] へ ッ ド保持部 2 0 0 は、前述 した操作部 8 0 0 以外に、シャ一シ部 2 0 1

、 カバ一部 2 0 3 、接触部 2 0 6 、基板 9 0 0 、スィッチ 1 0 0 0 、オーデ

ィ才信号受信部 1 1 0 、制御部 1 2 0 、才一デ ィ才信号出力部 1 3 0 及びバ

ッテ リ一 1 5 0 を備える。

[0055] シャーシ部 2 0 は、外側に開口 した箱型を形成 し、凹部 2 0 を備える



。 カバ一部 2 0 3 は、板状 を成 し、 シャーシ部 2 0 の外側か ら凹部 2 0 2

を覆 うように固定されている。基板 9 0 0 は、 シャーシ部 2 0 1 の内壁 に固

着 されたボス 2 0 5 によって凹部 2 0 2 の内部 に保持 され、 スィ ッチ 1 0 0

0 、才一デ ィ才信号受信部 1 1 0 、制御部 1 2 0 及び才一デ ィ才信号出力部

3 0 を固着する。 テ リ一 1 5 0 は、基板 9 0 0 を介 してスィ ッチ 1 0

0 0 、才一デ ィ才信号受信部 1 1 0 、制御部 1 2 0 及び才一デ ィ才信号出力

部 1 3 0 に電力を供給する。図 7 において、 テ リ一 1 5 0 は、 シャーシ

部 2 0 及びカバ一部 2 0 3 の内部 に備 える構成 と しているが、 シャーシ部

2 0 1 の下面 に着脱可能 に備 える構成 と しても良い し、 また、 カバ一部 2 0

3 に開閉カバ一を備 え、 シャーシ部 2 0 1 の内部 に備 えるバ ッテ リー 1 5 0

を着脱で きる構成 と しても良い。

オーデ ィオ信号受信部 1 1 0 は、図示 しない再生装置か ら電波 によって送

信 される才一デ ィ才信号 を受信する。操作部 8 0 0 は、 内側 にシャフ トを備

え、 当該シャフ 卜がカバ一部 2 0 3 に備 えた孔 2 0 4 を介 して基板 9 0 0 に

固着 されたスィ ッチ 1 0 0 0 に接続 されている。 スィ ッチ 1 0 0 0 は、操作

部 8 0 0 が内方向に押圧 されることによって才一デ ィ才信号の再生開始 また

は再生停止の指示信号 を出力する。制御部 1 2 0 は、オーデ ィオ信号受信部

1 0 及び才一デ ィ才信号出力部 1 3 0 を制御する。制御部 1 2 0 は、 スィ

ツチ 1 0 0 0 か らの指示信号 に基づいて、才一デ ィ才信号受信部 1 1 0 が受

信 したオーデ ィオ信号の出力を開始 または停止するようオーデ ィオ信号出力

部 1 3 0 を制御する。オーデ ィオ信号出力部 1 3 0 は、前述 したように リ一

ド線 1 4 0 を介 してハ ウジング 3 0 0 の内部 に備 える ドライバ一ュニ ッ 卜7

0 0 と電気的に接続 し、制御部 1 2 0 の制御 に基づいてオーデ ィオ信号受信

部 1 1 0 が受信 したオーデ ィオ信号 を ドライバ一ユニ ッ ト7 0 0 に出力する

接触部 2 0 6 は、 ゴム部材等の板状の弾性体か ら成 り、 シャーシ部 2 0 1

の内側の側面 に固着 されている。接触部 2 0 6 は、図 4 及び図 7 に示すよう

に、 内側の表面 に凹型 を形成 した複数のデ ィンプル部 2 0 7 を備 える。



[0058] ユーザがネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 によってオーデ ィオ信号 を聴取

する場合は、先ず、 ネ ックバ ン ド部 6 0 0 をユーザの頭部 に装着 し、ヘ ッ ド

保持部 2 0 0 の曲面部 2 0 8 を耳たぶの後方 に当接 させると共 にアーム部 5

0 0 を耳の上部 に掛 けた状態でィャ一パ ッ ド4 0 0 を耳 にはめ込む。 ネ ック

バ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、 ネ ックバ ン ド部 6 0 0 の弾性 によってユーザ

の左右の耳部分の後方 をへ ッ ド保持部 2 0 0 の接触部 2 0 6 によって挟み込

み、 また、 アーム部 5 0 0 の弾性 によって耳たぶの後部 に当接 したヘ ッ ド保

持部 2 0 0 の曲面部 2 0 8 とィャ一パ ッ ド4 0 0 によって耳 を挟み込んだ状

態 となる。 この ことによ り、 ネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、ユーザの

頭部及び耳 に装着 された状態 となる。次 に、図示 しない再生装置 を操作 して

再生装置の送信部か ら才一デ ィ才信号が電波 によって送信 されるようにする

[0059] 再生装置の送信部か ら才一デ ィ才信号が電波 によって送信 されると、 ネ ッ

クバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、再生装置の送信部か ら電波 によって送信 さ

れる才一デ ィ才信号 を才一デ ィ才信号受信部 1 1 0 によって入力する。制御

部 1 2 0 は、ユーザによって操作部 8 0 0 が押圧 されスィ ッチ 1 0 0 0 か ら

再生を指示する指示信号が出力されると、オーデ ィオ信号受信部 1 1 0 が入

力 したオーデ ィ才信号 をオーデ ィ才信号出力部 1 3 0 が出力するよう制御す

る。オーデ ィオ信号出力部 1 3 0 は、制御部 1 2 0 の制御 に基づいて、才一

デ ィ才信号受信部 1 1 0 か ら入力 したオーデ ィオ信号 を リー ド線 1 4 0 を介

して ドライバ一ュニ ッ 卜7 0 0 に出力する。 ドライバ一ュニ ッ 卜7 0 0 は、

オーデ ィオ信号出力部 1 3 0 か ら入力 したオーデ ィオ信号 を磁気回路 によつ

て振動 に変換 し、 この振動が図示 しないボイスコィル を介 して振動板 に伝達

することによってオーデ ィオ信号 を放音する。 この ことによ り、再生装置が

再生 した才一デ ィ才信号が才一デ ィ才信号受信部 1 1 0 、才一デ ィ才信号出

力部 1 3 0 及び リー ド線 1 4 0 を介 して ドライバ一ュニ ッ 卜7 0 0 によって

放音 され、 この放音 されたオーデ ィオ信号がハ ウジング 3 0 0 の孔 3 0 3 を

介 してィャ一パ ッ ド4 0 0 の内部 に伝達する。 これによ り、 ィャ一パ ッ ド4



0 0 を装 着 した使 用者 の耳 に才 一デ ィ才信 号 が伝 達 し、 使 用者 は、 ネ ックバ

ン ド型 ィャ 一 ホ ン 1 0 0 か ら出力 され るオ ーデ ィオ信 号 を聴 取 す る こ とが で

きる。

[0060] 本 実施 例 の ネ ックバ ン ド型 ィャ 一 ホ ン 1 0 0 は、 ネ ックバ ン ド部 6 0 0 の

弾性 に よ って ュ一ザ の左 右 の耳部 分 の後 方 をへ ッ ド保 持部 2 0 0 の接 触 部 2

0 6 に よ って挟 み込 み、 また、 アー ム部 5 0 0 の弾性 に よ って耳 たぶ の後 部

に当接 したへ ッ ド保 持部 2 0 0 の 曲面部 2 0 8 とィャ 一パ ッ ド4 0 0 に よ つ

て耳 を挟 み込 む こ とよ って、 ネ ックバ ン ド型 ィャ 一 ホ ン 1 0 0 をユ ーザ の頭

部 及 び耳 に正確 に装 着 させ る こ とが で きる。 この と き、 ユ ーザ の左 右 の耳部

分 の後 方 に当接 す る接 触 部 2 0 6 には、 表 面 に凹型 を形 成 した複 数 のデ ィン

プル部 2 0 7 を備 え る こ とに よ り、 ュ 一ザ の耳部 分 の後 方 の頭部 の表 面 をデ

インプル部 2 0 7 の窪 み に よ って掴 ん だ状 態 とな る。 この ため、 ヘ ッ ド保 持

部 2 0 0 の 内部 に、 再 生装 置 か ら送信 され るオ ーデ ィオ信 号 を受信 す るため

のオ ーデ ィオ信 号 受信 部 1 1 0 や オ ーデ ィオ信 号 出力部 1 3 0 、 バ ッテ リー

5 0 等 を備 えて いて も、 接 触 部 2 0 6 のデ ィンプル部 2 0 7 が ユ ーザ の頭

部 の表 面 を掴 ん だ状 態 で保 持 す る こ とに よ り、 例 え ば、 ュ一ザ が ネ ックバ ン

ド型 ィャ 一 ホ ン 1 0 0 を装 着 した状 態 で通 勤 に よ る歩 行 や ジ ョギ ングな どの

スポ ー ツ を行 って も、 ネ ックバ ン ド型 ィャ 一 ホ ン 1 0 0 が脱 落 した り、 耳 か

らズ レて しま う こ とを防止 す る こ とが で きる。

[0061 ] また、 本 実施 例 の ネ ックバ ン ド型 ィャ 一 ホ ン 1 0 0 は、 再 生装 置 か ら送信

され るオ ーデ ィオ信 号 を受信 してオ ーデ ィオ信 号 と して ドライバ 一 ュ ニ ッ 卜

7 0 0 に出力 させ るため の各種 回路 やバ ッテ リー 1 5 0 をユ ーザ の耳部 分 の

後 方 の頭部 表 面 に当接 す るへ ッ ド保 持部 2 0 0 の 内部 に備 え る こ とに よ り、

例 え ば、 ユ ーザ が ネ ックバ ン ド型 ィャ 一 ホ ン 1 0 0 を装 着 した状 態 で通 勤 に

よ る歩 行 ゃ ジ ョギ ングな どの スポ ー ツ を行 う こ とに よ って ユ ーザ の頭部 が上

下 に振 動 して も、 アー ム部 5 0 0 と接 触 部 2 0 6 のデ ィンプル部 2 0 7 に よ

つて、 へ ッ ド保 持部 2 0 0 の重 量 が ユ ーザ の耳 の周 囲部 分 に略均 等 に分散 し

て負荷 され るため、 ユ ーザ にネ ックバ ン ド型 ィャ 一 ホ ン 1 0 0 を継 続 して正



確 に装着 させることがで きる。 このため、本実施例のネ ックバ ン ド型ィャ一

ホ ン 1 0 0 は、例 えば、 ネ ックバ ン ド部の後方部分 に各種回路ゃバ ッテ リ一

を備 えたネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンのように、 ネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンの

上下方向の振動 によって頭部が前方又は後方 に傾 いて しまいネ ックバ ン ド型

ィャ一ホ ンの装着性が損なわれて しまうことを防止することがで きる。

[0062] 本実施例のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、へ ッ ド保持部 2 0 0 の外

側の側面 に操作部 8 0 0 を備 え、ュ一ザが操作部 8 0 0 を押圧することによ

つてオーデ ィオ信号が再生 または停止する構成 とすることによ り、ュ一ザが

オーデ ィ才信号の再生の開始 または停止を所望 して操作部 8 0 0 を押圧する

毎 に接触部 2 0 6 のデ ィンプル部 2 0 7 をュ一ザの頭部 に押圧 させるため、

例 えば、ユーザがネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 を長時間装着 している状

態でも、ュ一ザが操作部 8 0 0 を押圧する毎 に、デ ィンプル部 2 0 7 の窪み

にュ一ザの耳の後方部分の頭部表面 を新たに掴 ませることがで きるため、長

時間に亘 つてネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 をユーザの頭部 に確実 に装着

させることがで きる。

[0063] 本実施例のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、デ ィンプル部 2 0 7 を備

える接触部 2 0 6 が弾性体 によって形成 されている構成 と したが、デ ィンプ

ル部 2 0 7 の凹部 によってユーザの頭部 を的確 に保持で きるのであれば、接

触部 2 0 6 を弾性体以外の金属部材ゃ プラスチ ック部材 と しても良い。 これ

によ り、接触部 2 0 6 に様 々な着色や装飾 を施す ことがで きるため、 ネ ック

バ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 の美観 を向上 させることがで きる。

[0064] 本実施例のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、再生装置か ら電波 によつ

て送信 される才一デ ィ才信号 を才一デ ィ才信号受信部 1 1 0 によって受信す

る構成 と したが、再生装置か ら才一デ ィ才信号が赤外線やその他のデータ送

信手段 によって送信 され、 これ らの送信手段 によって送信 された才一デ ィ才

信号 を才一デ ィ才信号受信部 によって受信する構成 と しても良い。 また、再

生装置か らのオーデ ィオ信号 を電波等の無線手段 によって受信せずに、ケ一

プル等 によってオーデ ィオ信号 を入力する構成 と しても良い。



[0065] 本実施例のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、へ ッ ド保持部 2 0 0 の操

作部 8 0 0 が押圧 されることによって才一デ ィ才信号の再生開始 または再生

停止の指示信号 を出力する構成 と したが、再生の開始 または停止以外 にも、

例 えば、 ドライバ一ュニ ッ 卜7 0 0 か ら出力するオーデ ィオ信号の音量調節

、再生 卜ラックの指定、再生テ ンポの指定等の指示 を行 うことがで きる構成

と しても良い。

[0066] 本実施例のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 は、オーデ ィオ信号 を再生す

る再生装置 をネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 以外の別の装置 と し、再生装

置か ら送信 されたオーデ ィオ信号 を受信する構成 と したが、例 えば、 ネ ック

バ ン ド型ィャ一ホ ン 1 0 0 のへ ッ ド保持部 2 0 0 の内部 にオーデ ィオ信号 を

記憶する記憶部 と再生部 を備 え、 当該記憶部 に記憶 されたオーデ ィ才信号 を

当該再生部が再生する構成 と しても良い。 この ことによ り、 ネ ックバ ン ド型

ィャ一ホ ン 1 0 0 以外 に別の再生装置 を備 えず とも、 ネ ックバ ン ド型ィャ一

ホ ンのみによってオーデ ィオ信号 を聴取することがで きるので、ュ一ザが通

勤 による歩行ゃジ ョギングな どのスポーツを行 う場合 に接続ケ一プルな どを

気にせずにスポーツに集中することがで きる。

産業上の利用可能性

[0067] 本発明は、 ネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンに有用に用いることがで きる。

符号の説明

[0068] 1 0 ネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン、 2 0 ィャ一ホ ン ドライバ一、

3 0 ネ ックバ ン ド、 4 0 ィャ一ホ ン部、 5 0 ィャ一ホル ダ一部、

6 0 ホル ダ一本体、 7 0 クッシ ョン部、

8 0 凸部、 8 中空部、 8 充填部材、

1 0 0 ネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン、 2 0 0 へ ッ ド保持部、

2 0 シャーシ部、 2 0 2 凹部、

2 0 3 カバ一部、 2 0 4 孔、 2 0 5 ボス、

2 0 6 接触部、 2 0 7 デ ィンプル部、 2 0 8 曲面部、

3 0 0 ハ ウジング、 3 0 1 孔、 3 0 2 空洞部、 3 0 3 孔、



3 0 4 凸部、 3 0 5 溝部、

4 0 0 ィャ一パ ッ ド、 4 0 1 孔、 4 0 2 鍔部、

5 0 0 ァ一 厶部、 6 0 0 ネ ックバ ン ド部、 6 0 接続部、

7 0 0 ドライバ一ユニ ッ ト、 8 0 0 操作部、 9 0 0 基板、 1 0 0 0

ス ィ ツチ、

1 1 0 才一デ ィ才信号受信部、 1 2 0 制御部、 1 3 0 才一デ ィ才信号

出力部、

1 4 0 リ一 ド線、 1 5 0 ノくッ テ リ一



請求の範囲

[ 請求項 1] 装着者の耳介 に挿入されオーデ ィオ信号 を出力するィャ一ホ ン部 と

、前記ィヤーホ ン部 に接続 し装着者の耳介の上側 に当接するィヤーホ

ル ダ一部 と、前記ィャ一ホル ダ一部 を備 えるホル ダ一本体 と、前記ホ

ル ダ一本体 を備 えるィャ一ホ ン ドライバ一 と、 2 つの前記ィャ一ホ ン

ドライバ一を接続するネ ックバ ン ドとを備 えるネ ックバ ン ド型ィャ一

ホ ンにおいて、

前記ホル ダー本体は、装着者の耳介周辺の頭部 と接触する部分 にク

ッシ ヨン部 を備 えた ことを特徴 とするネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。

[ 請求項 2 ] 請求項 1 記載のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、

前記 クッシ ョン部 は、複数の凸部か らなることを特徴 とするネ ック

バ ン ド型ィヤーホ ン。

[ 請求項3] 請求項 2 記載のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、

前記 クッシ ョン部の凸部 は、 内部が中空であることを特徴 とするネ

ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。

[ 請求項4] 請求項 2 記載のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、

前記 クッシ ョン部の凸部 は、 内部 に装填部材が注入されていること

を特徴 とするネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。

[ 請求項 5] 請求項 2 記載のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、

前記 クッシ ョン部の凸部 は、 円形の形状 を していることを特徴 とす

るネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。

[ 請求項 6] 請求項 2 記載のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、

前記 クッシ ョン部の凸部 は、多角形の形状 を していることを特徴 と

するネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。

[ 請求項7] 請求項 2 記載のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、

前記 クッシ ョン部 は、 円形の掲示用の凸部 と多角形の形状の凸部が

混在 していることを特徴 とするネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。

[ 請求項8] オーデ ィオ信号 を出力するネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、



弾性体 によ り形成 され湾曲を形成するネ ックバ ン ド部 と、

ハ ウジングに固着 しオーデ ィオ信号 を放音する振動板 を有する ドラ

ィノく一 ュニ ッ 卜と、

前記ネ ックバ ン ド部 に接続 され前記 ドライバ一ュニ ッ 卜に才一デ ィ

才信号 を出力するへ ッ ド保持部 と、

湾曲を成 した弾性体 によ り形成 され前記へ ッ ド保持部 と前記ハ ウジ

ングを接続するアーム部 とを備 え、

前記へ ッ ド保持部 は、側面 に凹型 を形成 した複数のデ ィンプル部 を

備 えることを特徴 とするネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。

[ 請求項 9 ] 請求項 8 記載のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、

前記デ ィンプル部 は、弾性体 によ り形成 されていることを特徴 とす

るネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。

[ 請求項 10 ] 請求項 8 または 9 記載のネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ンにおいて、

前記へ ッ ド保持部 は、オーデ ィオ信号 を受信するオーデ ィオ信号受

信部 と、前記オーデ ィ才信号受信部が受信 したオーデ ィ才信号 を前記

ドライバ一ュニ ッ 卜に出力するオーデ ィオ信号出力部 とを備 えること

を特徴 とするネ ックバ ン ド型ィャ一ホ ン。
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